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55 札幌 個別短期 無 継続 S1
農業開発/
農村開発

ドローン・リモートセンシ
ング技術による持続型森林

・農地管理手法

Sustainable Resources 
Management of Forest 
and Agriculture by 

using Drone and Remote 
Sensing technology

4 上 酪農学園大学
Rakuno Gakuen 
University

https://www.rakuno.ac
.jp

教授
小川　健太／

教授
森　夏節

OGAWA 
Kenta(Mr)／MORI 

Kaori(Ms)
tech@rakuno.ac.jp

表計算ソフトの操作な
ど、基本的なコンピュ
ータ操作が可能なこと
。(リモートセンシン
グソフトの操作につい

ては問わない）

不問 不問 不問 不問

英語での
コミュニ
ケーショ
ン可

農業、森林、環境管理に必要なGIS技術、GP
S技術、マイクロ波リモートセンシング技術
、ドローンの活用技術を習得する。

１）GIS技術：GISソフトArcGISの基本的な
操作、解析手法を習得する。
２）GPS技術：GPSによる農地計測、デジタ
ルカメラとGPSを利用した農地管理。野生
動物へ装着するGPSによる野生動物の行動
解析手法を習得する。
３）リモートセンシング技術：ドローン、
ErdasImagine、ENVI、SNAPなどリモートセ
ンシングソフトを利用し、Sentinel-
1，Landsat, 
Alosなどの人工衛星画像や空中写真などか
ら、緑地抽出手法、収量予測手法などを習
得する。

環境空間情報学研究室、環境リモートセンシング研究室、フィール
ド情報学研究室において開講している高度なGIS技術を習得する専門
演習に参加し、技術の向上を図る。また、出身国（地域）の実際のG
ISデータ、衛星画像を使い、ソフトの操作方法のみならず、GISデー
タを収集整備する。また、GIS、リモートセンシングを活用した森林
管理(REDD)や野生動物管理に関するJICA研修へも参加し、研究及び
情報交流を図る。なお、使用する機器やEラーニングコース及びソフ
トの一部は、帰国後にも活用できるよう、本学が提供する。新型コ
ロナウイルス感染症の蔓延に伴い、来日がかなわない場合は全ての
研修内容をオンラインでも対応が可能である。詳しくは、様式-1のE-
mail: tech@rakuno.ac.jpに直接問い合わせください。

応募締切は5月来日コースの締切日です。

56 札幌 個別短期 無 継続 S2 栄養改善 食品科学と栄養改善
Food Science and 

Nutrition Improvement
2 上 6/18 7/19 酪農学園大学

Rakuno Gakuen 
University

https://www.rakuno.ac
.jp

教授
石井　智美

ISHI Satomi(Ms) ishii@rakuno.ac.jp なし 不問 不問 不問 N3 不問

栄養学的見地から日本の専門料理、家庭料
理について学び、日本の食文化に対する造
詣を深め、日常の食を介しての実施可能な
料理講習会を運営できる技能を習得する。
その料理講習を通し、今日の日本の食にお
ける栄養について最新の知見も紹介出来、
日系社会の活性化に貢献できる力を身につ
ける。

日本の食における特色として、食材の扱い
方、味付けを科学的な見地から学ぶ。南米
では日本の調味料が6倍の価格で販売され
ていることから、身近な材料で調味料の代
用、工夫をする。具体的な方法（乾燥麹の
活用、乾物の作り方、乾燥野菜からのベジ
ブロスの取り方）を学び、日本食の味の特
色を学ぶ。合わせて日本の家庭料理から摂
取できる、食物繊維、微量栄養素、抗酸化
能の高い野菜に関する知識など、食べるこ
とを介し健康につながる最新の栄養の知識
を、料理の実技と共に学び、帰国後ひとり
で、日本の家庭料理を再現出来、地域、日
系社会へ向けた講習会を開催可能な技量を
習得する。

研修員は本申請者の研究室に籍を置き、大学での研修である強みを
生かして、調理学、食品学など研修員が興味を持った講義を受けて
知識を増やし、各種の専門実習に参加し学んで行く。研修先は総合
農業系大学として食品加工に関して多くの専門実習施設を持ってい
る。日本の食品成分表、国民健康・栄養調査を用いて最新の栄養に
関する知識を学ぶ。申請者の研究室の演習、ゼミナールに参加し、
学生とともに各種の調理実習を行う。合わせて発酵調味料の作り方
、日本食の専門料理、家庭料理、各種の治療食、レベル別の嚥下食
について、実習と講義を並行して行う。専門研修として、京都、奈
良、大阪において食の研修旅行を行う。

日本語が少ししか話せなくても、日本の食に
ついて関心があれば、英語、スペイン語であ
る程度まで対応可能です。

57 帯広 個別短期 無 継続 S3 保健医療
地域包括医療（看護と介護

）

The Community-based 
Integrated Care System 
(Nursing and Caring)

3 下 10/1 11/9

学校法人　日本赤
十字学園　日本赤
十字北海道看護大

学

Japanese Red 
Cross Hokkaido 

College of 
Nursing

http://www.rchokkaido-
cn.ac.jp/

辻　裕昭
TSUJI 

Hiroaki(Mr)
tsuji@rchokkaido-cn.ac.jp

医療関係機関に属する
者（看護師・介護士）

高校卒
業程度

3 不問
Ｎ４程

度

医療専門
用語の使
用が想定
されるた
め、必要
に応じ通
訳の配置
を検討予

定

地方都市における母子栄養改善から予防医
療、介護まで統合的な医療体制を学び、自
国で活用するためのアクションプラン
を作成する。

① 
研修員に地域社会における医療体制の全体
像が理解される。
② 
妊娠期から産褥期の母子栄養および幼児期
における食育への知見が習得される。
③ 
成年および老年の健康レベルに応じた適切
な医療・介護ケアの技術・知見が習得され
る。
④ 
研修員が帰国後の具体的な活動計画を作成
する。

１．講義：①日本の地方都市における看護と介護の取り組み
②母子栄養改善の手法、食育への取り組み
③成人病予防の取り組みと成果
④健康レベルに応じた適切な医療ケアの視点
２．視察：他団体の施設、活動（公的機関、民間）
３．演習：研修員の職務に直結している問題を分析し、日本の手法
を活用した上でアクションプランを作成する
４．発表：内部および研修関係団体・機関

本研修実施の意義／現地日系社会への裨益効
果:
本研修は、日本の地方都市における地域包括
医療への取り組みについて、講義、実習、視
察を通して、地域の統合的医療を目指す。地
域医療に係る幅広い知見および技術を取得し
、各国での実践により地方医療の基盤を構築
することで、乳幼児から高齢者まで、健康状
態に応じた適切なケアへの対応が可能となり
、将来的な早産児の死亡率低下や成年・老年
の予防医療の促進、末期患者への緩和ケア等
幅広い医療ケアに寄与できると考える。
当大学は草の根技術協力にて、モンゴルを対
象とした介護研修を実施した経験と、関連機
関である北見赤十字病院にて実施したブラジ
ルを対象とした末期患者への緩和ケアにおけ
る医療教育を担当した経験を有しており、ま
た地域医療の中心としてオホーツク地域の医
療機関、介護施設、官民学が連携した研修の
実施が可能であることから、地域包括医療に
係る技術・知見を習得した人材を育成するこ
とが可能であり、研修員帰国後は即戦力とし
て日系社会に貢献が可能である。

58 北陸 個別短期 無 継続 S4 教育
「日系アイデンティティ涵
養・日系史教育教材作成」

演習（その１）

Seminar on the 
Cultivation of the 

Japanese Identity and 
the Production of 

Teaching Materials on 
the Japanese 

Immigrants’History (1)

2 上 5/7 7/18
国立大学法人金沢

大学

National 
University 
Corporation 
Kanazawa 

University

http://kuglobal.w3.ka

nazawa-

u.ac.jp/eg/sie/

太田　亨
OTA, 

Akira　（Mr.）

akirao@staff.kanazawa-

u.ac.jp

日系文化継承教育に携
わるか、今後だず触る

予定がある者

大学卒
業程度

3 N/A N/A N/A
日本の歴史や文化、社会的背景、現代日本
の実情などに関する理解を深め、質の高い
日系文化継承教育教材を制作する。

・	絵画・漫画・動画など，日本（特に金沢
を含む北陸地方）だからこそ入手可能な視
覚教材資料の探索と収集
・	教材制作に関わる各種スキル（制作，編
集，管理・更新方法など）の修得
・	研修員の指導対象となる日系子弟を想定
し，学齢児童教育や語学教育現場視察を通
じた教育技能のスキルアップ
・	日本文化，日本史，現代日本の社会実情
などについて，体験学習を交えた深い理解
・	研究成果のプレゼンテーション，あるい
は研究レポートの日・英・西又はポ語での
記述
・	ネットの活用により，修得した技術や成
果を研修員の母国の日系社会で広く効果的
に還元

1.	講義：日本文化概論，日本史，日本文化史，日本社会概論，日本
伝統芸能概論
2.	実習：日本文化・社会プログラム，日本伝統芸能演習，等
3.	見学：人間社会学域学校教育学類附属学校，放送大学，石川県を
始めとした北陸各地の文化施設訪問（美術館，博物館，等），（必
要に応じて）研修員の研修内容に関わる地域への研修旅行
4.	学会・セミナー・外部研修：（必要に応じて）研修員の研修内容
に関わるものへの参加を検討
最終発表：学内で研修最終日に実施予定（閉講式も兼ねる）

研究テーマについて事前に太田先生に相談す
ること。

59 北陸 個別短期 無 継続 S5 教育
「日系アイデンティティ涵
養・日系史教育教材作成」

演習（その１）

Seminar on the 
Cultivation of the 

Japanese Identity and 
the Production of 

Teaching Materials on 
the Japanese 

Immigrants’History (1)

2 下 10/1 12/11
国立大学法人金沢

大学

National 
University 
Corporation 
Kanazawa 

University

http://kuglobal.w3.ka

nazawa-

u.ac.jp/eg/sie/

太田　亨
OTA, 

Akira　（Mr.）

akirao@staff.kanazawa-

u.ac.jp

日系文化継承教育に携
わるか、今後だず触る

予定がある者

大学卒
業程度

3 N/A N/A N/A
日本の歴史や文化、社会的背景、現代日本
の実情などに関する理解を深め、質の高い
日系文化継承教育教材を制作する。

・	絵画・漫画・動画など，日本（特に金沢
を含む北陸地方）だからこそ入手可能な視
覚教材資料の探索と収集
・	教材制作に関わる各種スキル（制作，編
集，管理・更新方法など）の修得
・	研修員の指導対象となる日系子弟を想定
し，学齢児童教育や語学教育現場視察を通
じた教育技能のスキルアップ
・	日本文化，日本史，現代日本の社会実情
などについて，体験学習を交えた深い理解
・	研究成果のプレゼンテーション，あるい
は研究レポートの日・英・西又はポ語での
記述
・	ネットの活用により，修得した技術や成
果を研修員の母国の日系社会で広く効果的
に還元

1.	講義：日本文化概論，日本史，日本文化史，日本社会概論，日本
伝統芸能概論
2.	実習：日本文化・社会プログラム，日本伝統芸能演習，等
3.	見学：人間社会学域学校教育学類附属学校，放送大学，石川県を
始めとした北陸各地の文化施設訪問（美術館，博物館，等），（必
要に応じて）研修員の研修内容に関わる地域への研修旅行
4.	学会・セミナー・外部研修：（必要に応じて）研修員の研修内容
に関わるものへの参加を検討
最終発表：学内で研修最終日に実施予定（閉講式も兼ねる）

研究テーマについて事前に太田先生に相談す
ること。

60 北陸 個別短期 無 継続 S6 保健医療 医療（麻酔科）
Medical treatment 
(Anesthesiology)

2 下 10/1 11/2 金沢大学
　Kanazawa 
University

　https://web.hosp.ka
nazawa-u.ac.jp/

谷口　巧
Taniguchi 

Takumi（Mr）
hpsomu@adm.kanazawa-u.ac.jp

必要資格；麻酔科専門
医師であること
（医師免許CRM取得済
みであること）
５０歳までの、将来性
のある医師

経験年数；６年以上

英語能力；研修に耐え
うる英語力が必要

大卒 6 50歳まで

N3
（絶対
要件で
はない

）

要
（研修に
耐えうる
英語力は
必須）

同研修で得た知識や経験を当該地域一人一
人の患者の全身状態、社会的特性に配慮し
それぞれに最適な医療を提供する計画と実
行する能力の修得

①日本の周術期管理の全体像を理解する
②日本の周術期管理の技術・知見が習得す
る
③ 
①、②を基に、自国で応用可能な技術・手
法等を整理する
④帰国後の具体的な活動計画を作成する

１．講義；
　①日本における周術期管理の現状
　②周術期管理の実際
　③周術期管理（麻酔、集中治療、緩和ケア）の知識、手法
２．実習；
心肺蘇生教育コースや呼吸療法コースに参加させる。
３．演習；
直面している問題を分析し日本の手法の適応を検討し、アクション
プランを作成する
４．学会・セミナー；計画中
５．発表；内部

研修において臨床実習は行わない。

※選考書類以外の提出物
研修際し、来日前に抗体値がわかる書類の提
出を必要とし、同院が定める基準に満たない
場合、ワクチン接種の上、接種証明書の提出
を必要とする。(麻疹、風疹、水痘、流行性耳
下腺炎、B型肝炎)

https://web.hosp.kanazawa-
u.ac.jp/research/training/

https://web.hosp.kanazawa-
u.ac.jp/research/training/doc/intern/08_u
nyou2021.pdf

61 横浜 個別短期 - 継続 S7 社会保障
高齢者介護サービスにおけ

る人材育成システム

Human resource 
development in elderly 

care
2 下 12/3 3/2

株式会社つくばエ
デュース

Tsukuba Educe 
Co.Ltd.		

http://i-relay.jp/ 飯岡　達郎
TATSUROU 
Iioka
(Mr.)

iioka1225▲gmail.com

実際に家庭及び地域社
会で、介護を必要とす
る高齢者と接した経験
日系社会でこれから高
齢者介護に携わろうと
する意志があること
本研修を受講するにあ
たり、実体験と照らし
合わせて理解する必要

があるため
	

不問 不問 不問 N3 不問

研修員が当該地域で適応可能な、要介護高
齢者に対する介護サービスの技術及び知識
を習得し、同様の技術、知識を現地に広め
ることを目的とする。		

①研修員に、日本の高齢者福祉制度の全体
像が理解される
②研修員に、日本の高齢者介護手法の技術
・知識が習得される。
③研修員に、日本における介護の基本的資
格である介護職員初任者研修のカリキュラ
ム・技術・知識が習得される。
④研修員が前３項を元に、自国で応用可能
な介護技術・介護人材育成のシステムを構
築する方法を習得する。
⑤研修員が帰国後の具体的な活動計画を作
成する。		

１講義（介護職員初任者研修講座を受講）
 ①日本の高齢者介護福祉制度の概要
 ②高齢者の日常生活自立の重要性とケアの視点
 ③コミュニケーション技術
 ④老化・認知症・障害の理解
⑤生活支援技術演習
２実習・OJT　 認知症利用者への接し方
      生活支援方法の実習（食事、入浴、排せつ）
３見学　　他団体の施設、活動（公的機関、民間）
４演習　　直面している問題を分析し、日本の手法の適応を検討し
、帰国後の活動計画の作成
５その他　　　介護職員初任者研修の資格試験実施
６学会等　　　介護事業者の団体である茨城県福祉介護事業協同組
合の研修会に参加
７発表　　内部及び茨城県福祉介護事業協同組合　　	

62 横浜 個別短期 - 継続 S8 社会保障
日本食の介護食についての

知識並びに技能習得

Acquire knowledge and 
skills about Japanese 

caring meals
2 下 12/3 3/2

株式会社つくばエ
デュース

Tsukuba Educe 
Co.Ltd.

http://i-relay.jp/ 飯岡　達郎
TATSUROU 
Iioka
(Mr.)

iioka1225▲gmail.com

実際に家庭及び地域社
会で、介護を必要とす
る高齢者と接した経験
日系社会でこれから高
齢者介護に携わろうと
する意志があること
本研修を受講するにあ
たり、実体験と照らし
合わせて理解する必要

があるため
	

不問 不問 不問 N3 不問

研修員が当該地域で適応可能な、日本食に
関する知識　（下準備、調理方法等）、介
護食に関する知識（食材選び、調理方法等
）を習得することを目的とする。		

①研修員に、日本食の知識、味、作り方の
基本が習得される
②研修員に、日本食の介護食の知識、味、
作り方が習得される。
③研修員が前２項を元に、自国で応用可能
な日本食・日本食の介護食を作る方法を習
得する。
④研修員が帰国後の具体的な活動計画を作
成する。		

１講義　　（介護職員初任者研修講座テキストを使用し指導する）
①　食事に関連したこころとからだの仕組みと自立に向けた介護
②　家事援助に関する基礎的知識と生活支援
２実習・OJT　 日本食・介護食の作り方、食事介助に関する実習
３見学　　グループ法人の施設、食事形態
４演習　　帰国後の活動計画の作成
５その他　　　研修員による食事会の実施
６学会等　　　なし
７発表　　内部及び茨城県福祉介護事業協同組合　　　　		

63 横浜 個別短期 - 継続 S9
自然環境

保全
環境教育指導者養成研修

Training for 
Environmental Education 

Leaders
2 下 10/1 11/29

公益財団法人キー
プ協会

Kiyosato 
Educational 
Experiment 
Project,Inc

https://www.keep.or.j
p/		 鳥屋尾　健

TOYAO
Takeshi
(Mr.)

t.toyao▲keep.or.jp

環境系・教育系いずれ
かの大学またはそれに
準ずる学校の卒業者が

望ましい。	

高校卒
業程度

必要
資格
に記
載

不問 N3 不問
研修員が環境教育指導者（インタープリタ
ー）として、必要な基礎技術と知識を取得
する。		

・環境教育の概要を理解する。 
・インタープリテーション（定義、種類、
原則、資質、素材の理解、対象の理解、コ
ミュニケーション、　プログラムデザイン
等）の基礎知識を理解する。
・キープ協会の実践を参考に、自国で学校
等の現場で環境教育プログラムを行うこと
ができる。		

1.講義・実習：　環境教育概論、インタープリテーション概論、日
本の環境教育、八ヶ岳の自然、
森林療法プログラム、プログラム実施と相互評価、体験学習法、プ
ログラムデザイン、スライドプログラム、月例観察会等
2.実習：プログラムの準備・実施・評価（幼児・小学校・中学校・
大人一般・シニア・親子）
※実習が研修の8割を占めます。日々の実践を体験しながら、その体
験からの気づきから学びを深め
　理論と実践がつながるようにしていきます。
3.見学：環境教育施設（ビジターセンター）　　　　　　
4.発表：研修最終日	

・研修実施場所は都市部ではないので、買い
物等は最寄のスーパーが車で３０分の立地で
す。
・宿舎は、キープ協会宿舎利用予定。一部日
程につき、部屋の移動をお願いする場合があ
ります。		

2023年度日系社会研修研修コース一覧

上半期いずれかで相談
可

1

http://www.rchokkaido-cn.ac.jp/
http://www.rchokkaido-cn.ac.jp/
mailto:tsuji@rchokkaido-cn.ac.jp
mailto:hpsomu@adm.kanazawa-u.ac.jp
http://i-relay.jp/
mailto:iioka1225@gmail.com
http://i-relay.jp/
mailto:iioka1225@gmail.com
mailto:t.toyao@keep.or.jp
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64 横浜 個別短期 - 継続 S10 保健医療
高齢化対策・生活習慣病予

防		

Measures to counter 
effects of low 

birthrate and aging 
population

3 上 5/7 8/8 順天堂大学
Juntendo 

University

https://med.juntendo.
ac.jp/research/course
/list/globalhealthres

earch.html

湯浅　資之

MOTOYUKI 
Yuasa
(Mr.)

moyuasa▲juntendo.ac.jp
保健医療福祉分野に関
心のある研究者、実践

家や、行政関係者

大学卒
業程度

1 不問 不問

英語での
コミュニ
ケーショ
ン可

高齢化対策・生活習慣病予防に関する公衆
衛生学的課題の科学的な把握方法を学び、
社会的ニーズに基づく適切な対策が立案で
きるようになる。

①日本やアジア地域各国の高齢化対策の現
状と課題を把握する
②基礎的疫学・統計手法（データの集め方
、研究デザインの立案、基本統計量、差の
検定、分散分析、多重線形回帰分析、マル
チレベル分析、共分散構造分析SEM、など
）
③公衆衛生学に基づく政策手法（PRECEDE-
PROCEEDモデル、ヘルスプロモーション、
ハイリスク・アプローチ、ポピュレーショ
ン・アプローチなど）		

１．講義；①基礎統計の解説、②医学部公衆衛生講義の聴講（日本
語能力上可能なら）
２．実習；①大学院レベルのゼミ、②抄読会、③月例勉強会への参
加
３．演習；①実地調査への参加、②データ入力、③データ解析(SPSS
、SAS、Stata)
４．視察；大学病院、東京都杉並区、静岡県伊豆の国市、長野県佐
久など保健医療福祉施設 
５．発表；学内研究発表会、学会での発表（予定）		

65 横浜 個別短期 - 継続 S11 教育
共感理解教育と日本文化活

動

Education Through 
Empathic Understanding 
and Japanese Cultural 

Activities		

3 下 12/3 2/15
公益財団法人 

世界こども財団		

Public Interest 
Incorporated 

Foundation for 
Global Children		

https://kokusaigakuen
.ac.jp

http://www.fgc.or.jp

石井 洋祐
YOSUKE
Ishii
（Mr.）

fgc▲fgc.or.jp
教育および青少年育成
に携わる方、または勉

強している方	
不問 1 不問 N3 不問

研修員が、共感理解教育の理論、及びもの
ごとを論理的に構築し、実験や観察に基づ
いて実証していく力を習得する。		

①共感理解教育の基礎理論、教育課程及び
指導技術の習得。
②教育実習と教職実践演習を通じて共感理
解教育技術の習得。
③共感理解教育研修を参考にして自国文化
の発展に応用可能なアイデア・企画力及び
技術の習得。
④研修員が帰国後の具体的な活動計画の立
案・作成する技術の習得。
⑤日本文化活動を通じた日系人としてのア
イデンティの向上。"	

研修計画（内容）：
1.講義および実習：
関東圏の星槎グループの各教育施設および事業所において実施。
学校での授業参加を通じての教育実習的要素と、学びを深めるため
の講義、およびグループの多様な事業の体験的要素をバランスよく
組み合わせる。星槎グループが長年掲げてきた、お互いを認め合い
、学びを深めていく「共感理解教育」をキーワードに、各校舎の特
色ある教育プログラムを知るとともに、参加し、実践していく。
【研修実施を予定しているグループ校舎、事業部】
・星槎国際高等学校　（広域通信制高校、日本全国に展開）
・星槎高等学校（全日制、生徒の個性に合わせた指導が特色）
・青葉台幼稚園（幼児教育）
・世界こども財団（国際支援、国際交流、災害支援を実施）
・FM湘南マジックウエイブ（全国で唯一の学校が運営するコミュニ
ティラジオ）
2.日本文化体験
①星槎グループの各校舎が取り組んでいる特色ある日本文化体験プ
ログラムで学ぶ。
（例）和太鼓、習字、農業体験、日本の唱歌、伝統的スポーツ
②別途、神奈川県内を中心に歴史的名所を訪れ、また、体験プログ
ラムを通して日本文化を学ぶ。
（例）地引網、みかん狩り、小田原城、横浜中華街、横浜外国人墓
地資料館、鎌倉歴史散策など
3.研修員のルーツを学ぶプログラム
全国に展開する星槎グループのネットワークを生かし、応募者のバ
ックグラウンドに応じてルーツを知る研修を計画する。
（例）沖縄にルーツを持つ研修員に対し、星槎国際高等学校沖縄学
習センターと連携して現地訪問、学校での実習、沖縄の歴史や首里
城の再建プロジェクト等について学ぶ。
4.成果発表
JICAにおける成果発表を行うほか、星槎グループの各実習先におい
て、自ら企画した授業を実施することを目標とする（時期や回数は
進捗に応じて調整するが、少なくとも後半に訪問する学校において
は実施する）。星槎グループとしても研修生の活動をFMラジオやニ

66 横浜 個別短期 - 継続 S12 教育 特別支援教育		
Special Needs 
Education		

3 下
下半期い
ずれかで
相談可

12/22
学校法人　国際学

園		

Kokusai Gakuen 
Education 

Institute		

http://www.seisa.ac.j
p

太田　啓孝
OHTA 

Yoshitaka
（Mr.）

y_ohta▲seisa.ac.jp

継承日本語教育実践教
師、日系人学校教諭、
大学教員・研究員、ま
たは、現在、特別支援
教育に携わる者（帰国
直後からの研修成果活
用を期待するため）

	

大学卒
業程度

3 不問 N3

不問です
が、でき
ればより
望ましい

　研修員が特別支援教育についての知識と
実践力を習得し、当該国の教育現場に還元
できるよう講義及び実習で研修する。		

1.日本の特別支援教育の全般を理解し、自
国の勤務先での教育現場で応用できる技術
の習得。
2.日本の特別支援教育の実践現場を体験す
ることにより自国の実践活動での教育手法
の習得。
3.自国での特別支援教育の在り方を比較検
討する技能の習得。
		

1.講義：①日本の特別支援教育の概要
　　　　　　　　　 ②関連科目
　　　　　　　　　 ③特別支援教育の指導法
　　　　　　　　　 ④個別の指導計画（Individualized Education 
Program(IEP)）に関する研修
2.実習：学校施設での授業見学、実習、現職教員からの実習指導
3.見学：本法人内の学校施設、関連機関の教育施設も見学
4.演習：クラス単位での実習と個別指導の実践をする
5.発表：最終段階では、教育実習同様に研究授業を行う
		

・応募締切は10月来日コースの締切日です。

67 横浜 個別短期 - 継続 S13 教育 日系社会の幼児教育		

Early Childhood 
Education of the 

Japanese descendants 
community		

3 下
下半期い
ずれかで
相談可

12/22
学校法人　国際学

園		

Kokusai Gakuen 
Education 

Institute		

http://www.seisa.ac.j
p

太田　啓孝
OHTA 

Yoshitaka
（Mr.）

y_ohta▲seisa.ac.jp

必要資格：継承日本語
教育実践教師または日

系幼稚園教諭
帰国直後からの研修成
果活用を期待するため

。
経験年数：2年以上。
基礎知識、知見が必要

なため。
日本語能力：N3以上。
日本語の講義等を受講
すること、日本語で日
誌をある程度書けるこ

と
	

大学卒
業程度

1 不問 N3

不問です
が、でき
ればより
望ましい

　研修員が、幼児教育の理論、及びものご
とを論理的に構築し、実験や観察に基づい
て実証していく力を習得する。		

①日本の幼児教育の基礎理論、教育課程及
び指導技術の習得。
②教育実習と教職実践演習を通じて幼児教
育専門技術の習得。
③日本の幼児教育を参考にし、自国での指
導に応用可能なアイデア・企画力及び技術
の習得。
④研修員が帰国後の具体的な活動計画の立
案・作成する技術の習得。
		

１．講義；幼児教育系科目 
２．実習：音楽実技、体育実技、美術実技、レクリエーション実技
等
３．演 
習；横浜市青葉区幼稚園（幼保連携型認定こども園）にて教育実習
４．見学：社会福祉法人「星槎」が運営する保育園見学
５．学会・セミナー；計画中
６．発表：学内、研修最終日
		

・応募締切は10月来日コースの締切日です。

68 横浜 個別短期 - 継続 S14 その他 日系団体若手リーダー育成		
Training for young 
leaders in Nikkei 
organization		

4 下 10/1 11/3
公益財団法人海外

日系人協会		

The Association 
of Nikkei & 

Japanese Abroad		

https://www.jadesas.o
r.jp/

中井扶美子
NAKAI 
Fumiko
(Ms.) 

kenshu▲jadesas.or.jp

帰国後、研修成果をド
ミニカ共和国日系団体
に還元するため、ドミ
ニカ共和国日系団体活
動や運営に積極的に参
加している者もしくは
参加する意思を有する

者。
	

不問 不問
概ね４０
歳位まで

不問 不問

研修員が、持続可能な団体運営の方法に関
する知識を習得し、ソーシャルビジネス的
手法を用いた日系団体による地域活性化の
ための新規事業計画を作成する。		

1.研修員に、非営利団体の継続的運営管理
方法が習得される。
2.研修員に、様々な非営利事業（教育、文
化、福祉等）に関する企画実施方法が習得
される。
3.研修員に、中小企業の海外進出に関する
知識が習得される。
4.研修員に、課題解決手法が習得され、日
系団体及び地域活性化のための活動案を作
成する。		

１．講義；持続可能な団体運営に関する基礎知識、ソーシャルビジ
ネス手法、企業の海外ビジネスへのアプローチ手法、DXによる社会
課題解決、SDGsと社会貢献等
２．演習；日本文化体験、ファシリテーション手法、広報活動手法
（ファンドレイジング）等
３．見学；文化・教育・まちづくり系NPOや企業、移住関連施設等
４．発表；研修最終日
		

原則、日本語で実施。スペイン語の通訳を傭
上予定		

69 横浜 個別短期 - 継続 S15 その他
日系資料館運営改善に向け

た資料の有効活用		

Effective use of museum 
materials in the nikkei 

associations		
4 下 1/8 2/2

公益財団法人海外
日系人協会		

The Association 
of Nikkei & 

Japanese Abroad		

https://www.jadesas.o
r.jp/

中井扶美子
NAKAI 
Fumiko
(Ms.) 

kenshu▲jadesas.or.jp
日系資料館もしくは日
系団体の活動に1年以
上関わっている者	

高校卒
業程度

1 不問 不問 不問

　研修員に、資料館運営のための知識及び
資料の収集・保存、展示技術などが習得さ
れ、研修員の属する館の資料管理、資料保
存が促進され、展示へ活用されることによ
り、魅力ある資料館活動が期待される。ま
た、資料館業務において情報交流し、将来
的に海外移住資料館との企画展示交流や共
同展示を目指すことが促進される。		

(1) 
研修員に、講義や視察をとおして、資料館
活動、運営に関する知識が習得される。
(2) 
研修員に、資料の収集・保存、展示技術等
に関する知識及び技術が習得される。
(3) 
研修員に、海外移住資料館を通じた各国移
住資料所蔵施設等とのネットワークが構築
される。		

1．講義
資料館の運営及び資料収集・整理/IT技術を用いた資料館管理と展示
/教材開発の経緯と活用事例等
2. 実習
資料の展示と資料の梱包と輸送方法/資料撮影の基礎/企画展示原稿
作成等
3. 見学
アメリカ村カナダミュージアム、和歌山市民図書館、和歌山大学		

日本語能力についてはN3以上が望ましいが、
参加する研修員の日本語レベルに応じて通訳
を傭上する予定		

70 関西 個別短期 無 継続 S16 保健医療 鍼灸学
Acupuncture and 

Moxibustion
2 上 6/18 9/15

学校法人
関西医療大学

Kansai University 
of Health 
Sciences

http://kansai.ac.jp/ 野口　英哉
NOGUCHI Hideya

(Mr.)
noguchi@kansai.ac.jp

・医療系（鍼灸を含む
）の資格を有している

ことが望ましい。
・鍼灸学をすでにある
程度習得していること

が望ましい。

医療系
の大学
を卒業
してい
ること
が望ま
しい

不問 不問

日本語
の高い
理解力
が必要
である
。（あ
る程度
の日常
会話が
可能）

教材：日
本語

※経穴の
みポルト
ガル語、
スペイン
語あり

鍼灸学についての基本的な知識・技術の再
確認を行った後、日本で行われている鍼灸
の様々な知識及び技術、更には最新の知識
・技術の習得を通じて、鍼灸学に係わる考
え方、学ぶ力を身につける。さらに、帰国
してからも中南米社会で研修成果を社会に
還元する。

鍼灸学全般に係わる基礎的な知識を確立す
ることができる。また、日本で行われてい
る伝統的な鍼灸治療についての知識と技術
の概要を理解できる。
鍼灸治療の実地見学などの機会を通じ、高
度な知識の習得や鍼灸臨床の技術力の向上
を図ることができ、帰国後は自国での治療
に活用することが可能となる。

関西医療大学付属鍼灸治療所において、伝統的鍼灸治療法、現代医
学的鍼灸治療法、トリガーポイント療法、その他、皮内鍼法、経路
テスト、特殊鍼法（耳鍼、頭皮鍼、髪際鍼、手背鍼）などを専任教
員の指導下で学習する。（但し、患者さんへの治療は行なわない実
習である）

71 中国 個別短期 無 継続 S17
民間セク

ター

日系アイデンティティの涵
養を通じた日系団体の活性

化

Revitalization of 
Japanese Heritage Group 

through Cultivating 
Japanese (Nikkei) 

Identity

3 下 1/8 1/24 島根県
Shimane 

Prefectural 
Government

http://www.pref.shima
ne.lg.jp/

足立　晴香
ADACHI 

Haruka(Ms.)
bunka-
kokusai▲pref.shimane.lg.jp

・日系団体の青年部等
に所属している者、ま
たは今後所属する意思
がある者で、当該団体
からの推薦を得られる
こと（研修効果に鑑み
、島根県人会等、島根
県にルーツが有る者が
望ましい）

不問 不問 不問 N4程度 不問

自身のルーツとなる日系アイデンティティ
が強化され、自国の日系団体の中核的存在
として同団体の活動を活発化させるための
企画・実践力を身につける。

1.自身のルーツとなる土地への理解を深め
、日系アイデンティティが強化される。2.
日系団体等の活性化のための活動に関する
企画力・実践力が強化される。3.研修を通
して交流を深めた日本人との新たな日系ネ
ットワークを構築する。

1.講義、実習（伝統芸能・文化の視察等、地域・団体の活性化等に
関する講義、地元青年等との意見交換・交流等）
2.所属する日系団体の活性化のための活動計画の作成、3.関係者へ
の研修結果の報告。

72 中国 個別短期 無 継続 S18 保健医療
理学療法による機能回復訓

練
Rehabilitation training 
with physical therapy

1 下 10/1 11/17
公益財団法人

ひろしま国際セン
ター

Hiroshima 
International 

Center

http://hiroshima-
ic.or.jp/

迫本　啓吾
SAKOMOTO 
Keigo(Mr.)

hicc12▲hiroshima-ic.or.jp
理学療法士の資格・経
験のある者（自国での
資格で可）。

不問 不問 不問 N2以上
障害者などに対して、身体機能の改善や日
常生活活動能力の向上などを目的としたリ
ハビリ訓練の手法を習得する。

理学療法の様々なアプローチからのリハビ
リ訓練に関する手法。

障害者（主に成人）を対象とした理学療法による機能回復訓練の現
場での実習を通じて、訓練の流れやシステム、疾患別アプローチに
ついて学ぶ。

73 中国 個別短期 無 継続 S19
農業開発
・農村開

発

観光果樹園経営及び果樹栽
培技術研修

Management of Tourist 
Fruit Farm and 

Cultivation Technique 
of Fruits (Short Term)

1 上 5/7 7/14
公益財団法人

ひろしま国際セン
ター

Hiroshima 
International 

Center

http://hiroshima-
ic.or.jp/

崎岡　明子
SAKIOKA 

Akiko(Mr.)
hicc07▲hiroshima-ic.or.jp

日本語で研修受講が可
能な語学力を有してい
ること。

不問 不問 不問 N3以上 不問

1.果樹（イチゴ、スモモ、ブルーベリー、
モモ、ブドウ等）の先端的栽培管理技術を
習得する、2.加工技術と商品化、マーケテ
ィングのノウハウを習得する、3.観光果樹
園の経営手法を習得する。

1.果樹栽培管理技術の向上、2.加工品の商
品化、販売ルートの開拓、観光農園経営の
成功。

平田観光農園の業務に従事し、実習を積み重ねて技術を体得する（
最も重要な開花期の受粉技術を習得する）。

2
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74 四国 個別短期 無 継続 S20
自然環境

保全

寒冷条件下での自然環境保
全を目指したバイオ複合材

料の調査研究

Research and 
edification on bio-

composite materials in 
cold weather aiming the 
conservation of natural 

environment

2 下
下半期い
ずれかで
相談可

1/26 徳島大学
Tokushima 
University

http://www.tokushima-
u.ac.jp/

長谷崎　和洋
HASEZAKI 

Kazuhiro (Mr)
hasezaki@tokushima-u.ac.jp

理系大学在学中または
卒業

大学卒
業程度

不問 不問

ポルト
ガル語
で会話
できる
教員が
在籍し
ている
ため、
ポルト
ガル語
を話せ
る場合
は日本
語能力
不問。
スペイ
ン語を
話せる
場合は
、日本
語能力
試験N4
以上（
ただし
、研修
期間中
の徳島
大学が
開催す
る日本
語教室
を必ず
受講す
ること

不問

全世界で自然環境保全を目指したバイオ複
合材料が必要とされていることを理解し、
調査研究を通じて、専門知識を得る。
さらに、徳島大学での先進技術を知ること
で、日系社会の発展と移住先国の国造りに
貢献できる新しい取り組みを検討する。

1.石油由来のプラスチックごみの環境に及
ぼす影響について理解すること
2.石油由来のプラスチックに代わるバイオ
材料についての知識を得ること
3.最新のバイオ材料の研究動向を知ること
5.自然環境保全を目指したバイオ複合材料
の試作研究を行い、専門知識を得ること

1.調査：教員から個別のレクチャー、学術論文読解、最新の研究動
向を文献ベースで調査し、問題点の抽出ならび解決策の一つである
バイオ材料の現状分析調査を行う。大学院進学が可能となるように
研究指導を行う。
2.試験計画策定：問題点を解決するためのバイオ複合材料の試作に
ついて、試作方法、分析方法、評価法について、試験計画を策定す
る。
3.試作試験：バイオ複合材料の試作を行う。
4.分析：適切な分析評価方法を調査し、分析を行う。
6.解析・まとめ：分析結果から目的としたバイオ複合材料の試作の
可否ならびにさらに性能向上に向けた問題点をまとめる。

・応募締切は10月来日コースの締切日です。

75 四国 個別短期 無 継続 S21
自然環境

保全

高温多湿環境下での自然環
境保全を目指したバイオ複

合材料の調査研究

Research and 
edification on bio-
composite materials 

under high-temperature 
and humidity  aiming 
the conservation of 
natural environment

2 上
上半期い
ずれかで
相談可

9/15 徳島大学
Tokushima 
University

http://www.tokushima-
u.ac.jp/

長谷崎　和洋
HASEZAKI 

Kazuhiro (Mr)
hasezaki@tokushima-u.ac.jp

理系大学在学中または
卒業

大学卒
業程度

不問 不問

ポルト
ガル語
で会話
できる
教員が
在籍し
ている
ため、
ポルト
ガル語
を話せ
る場合
は日本
語能力
不問。
スペイ
ン語を
話せる
場合は
、日本
語能力
試験N4
以上（
ただし
、研修
期間中
の徳島
大学が
開催す
る日本
語教室
を必ず
受講す
ること

不問

全世界で自然環境保全を目指したバイオ複
合材料が必要とされていることを理解し、
調査研究を通じて、専門知識を得る。
さらに、徳島大学での先進技術を知ること
で、日系社会の発展と移住先国の国造りに
貢献できる新しい取り組みを検討する。

1.石油由来のプラスチックごみの環境に及
ぼす影響について理解すること
2.石油由来のプラスチックに代わるバイオ
材料についての知識を得ること
3.最新のバイオ材料の研究動向を知ること
6.自然環境保全を目指したバイオ複合材料
の試作研究を行い、専門知識を得ること

1.調査：教員から個別のレクチャー、学術論文読解、最新の研究動
向を文献ベースで調査し、問題点の抽出ならび解決策の一つである
バイオ材料の現状分析調査を行う。自ら最新の研究動向を情報収集
できることで、大学院進学が可能となるように研究指導を行う。
2.試験計画策定：問題点を解決するためのバイオ複合材料の試作に
ついて、試作方法、分析方法、評価法について、試験計画を策定す
る。
3.試作試験：バイオ複合材料の試作を行う。
4.分析：適切な分析評価方法を調査し、分析を行う。
7.解析・まとめ：分析結果から目的としたバイオ複合材料の試作の
可否ならびにさらに性能向上に向けた問題点をまとめる。

応募締切は5月来日コースの締切日です。

76 四国 個別短期 無 継続 S22 社会保障
地域包括ケアシステムと在

宅医療

Community-based 
integrated care systems 
and home health care

2 下 11/5 12/1 医療法人ゆうの森
Medical 

Corporation “Yuu 
no Mori”

http://www.tampopo-
clinic.com/

木原　信吾
KIHARA Shingo 

(Mr)
kihara@tampopo-clinic.com

日系社会で医療･保健･
福祉分野に従事する者

不問 不問 不問 N3 不問

患者中心の視点で「生活の中の医療」「病
気ではなく人を診る」を心がけ、患者のニ
ーズに応じた医療システム、在宅患者やご
家族がご自宅で過ごすために必要な知識、
技術、支援方法を習得する。加えて、地域
で最期まで暮らし続けることを支える様々
な仕組みやシステムについても施設やサー
ビスの見学あるいは実体験を通して学ぶ。
併せて在宅医療を通して、最期まで安心し
て暮らし続けることの出来る地域創生法を
実例から理解する。

1. 
日本の高齢者福祉制度の全体像が理解され
る。
2. 
日本の在宅医療の技術･知識が習得される
。
3. 
前2項を元に、自国で応用可能な介護技術･
知識を整理する。
4. 
高齢者施設の運営、管理について理解する
。
5. 
高齢者用住宅の利便性について理解する。
6. 
高齢者に残されている力を使うケアについ
て理解し、応用できることを計画する。
7. 
住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生
の最期まで続けるための包括的な地域医療 
(訪問医療･看護･リハビリ･介護等の包括的
な展開) を理解する。
8. 
へき地の診療所の取組みや地域との関わり
方を理解する。
9. 
帰国後の具体的な活動計画を作成する。

【内容】
1. 講義 　1) 　高齢社会を支える在宅医療
　　　　　2) 　高齢者ケア
　　　　　3) 　在宅緩和ケア
　　　　　4) 　地域包括ケアシステム
2. 
実習　訪問診療、訪問看護、訪問リハビリ、鍼灸マッサージ、訪問
介護などへの同行
3. 見学　 1)　在宅療養支援病床＆ホスピス・緩和ケア病床
　　　　　2)  高齢者施設、高齢者賃貸住宅
　　　　　3)　訪問看護・介護ステーション
　　　　　4)  へき地の診療所の取組みと地域医療（俵津診療所）
4. 
演習　直面している問題を分析、日本の手法の適応を検討、帰国後
の活動計画の作成
5. 発表　成果報告会

【カリキュラム】
以下のカリキュラムにおいて、研修内容の充分な理解と習得が行わ
れることを目指します。
1. 在宅医療全般についての講義と在宅での臨床研修
2. 在宅ターミナルケアについての講義と当該患者様宅での臨床研修
3. 在宅での看護、リハビリ、介護、鍼灸マッサージ等の臨床研修
4. 地域医療とフィールドワーク（俵津診療所）
5. 医療連携、介護連携による地域包括ケアの講義と見学研修
6. 高齢者施設の見学研修

77 四国 個別短期 無 継続 S23 地域開発
よさこい踊り子チームのマ
ネジメントを通じた日系社

会の活性化

Japanese Community 
Revitalization through 

the Management of 
Yosakoi Dancers team

1 下 1/8 2/2
高知希望工程基金
会

Kochi hope plans 
foundation

N/A 山中　茂
YAMANAKA 
Shigeru (Mr)

chinatu6732@ybb.ne.jp

日系社会でのよさこい
鳴子踊り子チームマネ
ジメントを期待できる

人材

不問 不問 不問

研修可
能な日
本語力
を有す
る者

不問

❶現在所属するよさこい鳴子踊り子チーム
の総合的なマネジメント力のレベルアップ
を図る 
❷研修成果物であるよさこい鳴子踊りの衣
装、音楽、鳴子、振付を活用したアクショ
ンプランを創造する
❸日本のよさこい祭り関係者との連携を通
じて、現地チームの持続可能な運営サポー
ト体制を構築する

❶現在所属するよさこい鳴子踊り子チーム
の総合的なマネジメント力のレベルアップ
を図る
❷研修成果物であるよさこい鳴子踊りの衣
装、音楽、鳴子、振付を活用したアクショ
ンプランを創造する
❸日本のよさこい祭り関係者との連携を通
じて、現地チームの持続可能な運営サポー
ト体制を構築する

1.講義：「よさこい祭りとよさこい鳴子　踊りの歴史と変遷」
2.視察：鳴子制作現場、よさこい衣装制作現場、よさこい音楽セレ
クト現場、よさこい振付セレクト現場、高知よさこい情報交流館、
高知城、高知城歴史博物館、龍馬の生まれた町記念館
3.発表：日系社会の現状（カントリーレポート）、アクションプラ
ン（研修成果報告）
4.その他：ホームビジット、地元青少年国際交流団体

78 四国 個別短期 無 継続 S24 教育
言語と文化の継承と教育技

術向上実践

A Skill-Building 
Program for the 

Inheritance of and 
Education on Indigenous 
Languages and Cultures

2 上 5/7 6/6 高知県立大学
University of 
Kochi

https://www.u-
kochi.ac.jp/

向井　真樹子
MUKAI 
Makiko（Ms)

mukai@cc.u-kochi.ac.jp

日系移住者子弟の教育
を目的として設立され
た日系学校に勤務する

教師。
日本語・日本文化を学
び直したい方は、特に

資格を問わない。

不問

実務
経験
1年
以上

不問 N3 不問

①地域の歴史、文化、慣習、言語(方言）の
継承とその教育方法の技能習得並びに日本
の国語科指導教育に関する知識の習得と教
育実践力の向上
②地域コミュニティの活性化に向けて日本
語・日本文化を学び直し、文化の保存と継
承のための方法の習得と実践能力の向上

1.文化の継承を担う教師としての実践技術
2.言語の継承を担う教師としての実践技術
3.文化と言語の記録のための理論と技能

1.日系日本語担当教員としての専門知識と実践力の向上
2.日本語と日本文化を学び直したい方、または日系日本語担当教員
としての専門知識と実践力の向上
3.1日の振り返り、日本人学生・留学生との討論、成果発表、意見交
換

79 九州 個別短期 無 継続 S25 保健医療
早期胃癌の内視鏡診断と治

療

Endoscopic diagnostics 
and therapeutics of 
early gastric cancer

3 上
国立大学法人　九

州大学
Kyushu University

http://plaza.umin.ac.
jp/imed/en/index.html

森山　智彦
MORIYAMA 

Tomohiko (Dr)
tomohiko.moriyama.153@m.kyushu-u.ac.jp

医師（内視鏡経験が1
年以上で年齢60歳以下

）
経験年数：医学部卒業
後2年以上かつ臨床経

験2年以上

大卒程
度

2年 60歳以下 不問
技術研修
は英語で
実施

世界トップレベルの日本の内視鏡診療の現
状を把握し、最新機器を用いた早期胃癌の
発見法と治療法を学ぶ

・日本の内視鏡診療で用いる機器や知識を
習熟できる
・次世代型トレーニングモデルや豚切除胃
を用いた治療内視鏡のシミュレーション学
習により、治療内視鏡の技術とコツを学ぶ
・帰国後の自国における具体的な活動計画
を作成する
・インターネットを用いて日本と自国の遠
隔医師教育講座を開催し、継続的な医療教
育を行うことで自国における早期胃癌の診
療レベル向上に寄与する

1. 
講義：最新の内視鏡診断や内視鏡治療に関する論文の討論会への参
加
2．見学：九州大学病院および関連施設における内視鏡検査の見学と
討論
3．実習：粘膜モデルやブタから切除した臓器を用いた内視鏡治療の
実習
4．学会参加：日本消化器内視鏡学会や日本消化器病学会を中心とし
た学会、研究会への参加
5．発表：病院内で研修内容を発表

応募締切は5月来日コースの締切日です。

80 九州 個別短期 無 継続 S26 保健医療
早期胃癌の内視鏡診断と治

療

Endoscopic diagnostics 
and therapeutics of 
early gastric cancer

3 下
国立大学法人　九

州大学
Kyushu University

http://plaza.umin.ac.
jp/imed/en/index.html

森山　智彦
MORIYAMA 

Tomohiko (Dr)
tomohiko.moriyama.153@m.kyushu-u.ac.jp

医師（内視鏡経験が1
年以上で年齢60歳以下

）
経験年数：医学部卒業
後2年以上かつ臨床経

験2年以上

大卒程
度

2年 60歳以下 不問
技術研修
は英語で
実施

世界トップレベルの日本の内視鏡診療の現
状を把握し、最新機器を用いた早期胃癌の
発見法と治療法を学ぶ

・日本の内視鏡診療で用いる機器や知識を
習熟できる
・次世代型トレーニングモデルや豚切除胃
を用いた治療内視鏡のシミュレーション学
習により、治療内視鏡の技術とコツを学ぶ
・帰国後の自国における具体的な活動計画
を作成する
・インターネットを用いて日本と自国の遠
隔医師教育講座を開催し、継続的な医療教
育を行うことで自国における早期胃癌の診
療レベル向上に寄与する

1. 
講義：最新の内視鏡診断や内視鏡治療に関する論文の討論会への参
加
2．見学：九州大学病院および関連施設における内視鏡検査の見学と
討論
3．実習：粘膜モデルやブタから切除した臓器を用いた内視鏡治療の
実習
4．学会参加：日本消化器内視鏡学会や日本消化器病学会を中心とし
た学会、研究会への参加
5．発表：病院内で研修内容を発表

応募締切は10月来日コースの締切日です。

82 沖縄 個別短期 無 継続 S28
都市開発
・地域開

発

建築設計（意匠・構造及び
設備

Architectural Design 
(Design/Structural and 

Equipment)
2 上 6/18 7/17

株式会社具志堅建
築設計事務所

Gushiken 
Architectural 

Engineering Co., 
Ltd. Ginowan 
Branch Office

https://gushikena-
e.net/

城間 俊
SHIROMA

Suguru(Mr.)
suguru.shiroma@gushikena-e.net

大学の建築学科化都市
計画課の卒業生

大学卒
業程度 

大学
卒業
3年
以上

想定年齢
30歳以下

日本語
ができ
れば望
ましい
が、英
語能力
があれ
ば対応
可能

英語での
コミュニ
ケーショ

ン

建築の設計・施工に関する、建物の機能性
、安全性、適正な避難計画、耐震・環境対
応策、これらに関する設備計画、また施工
監理において基本的技術を習得する。

1. 
日本における建築設計の基本的な技術全般
を習得する。
2. 
環境に対する建築的アプローチを日本のCA
SBEEや米国のLEEDから学習する。
3. 
その他研修員の希望する意匠計画、構造計
画設備計画の研修を行い、必要な知識を取
得する。

建築設計・施工監理に必要な技術を以下の研修内容で習得する。
1. 当社社員による各分野の講座にて、必要な知識を習得する。
2. 
当社が抱える工事現場へ出向き、生の日本の工事技術・環境に触れ
る。
3. 
当社が行った実績（施設）の見学、史跡や有名施設の視察を通し、
沖縄の環境を土台とした建築の成り立ちを習得する。

提案企業は、2015年から当該研修を実施。日
系人をはじめ外国籍職員も多く、JICA研修員
受入に加え、琉大留学生を対象としたプログ
ラムを英語／西語で実施している。建築、土
木、電気設備に係る設計・施工をメインとし
た建築設計事務所であり、米軍からの受注も
多く、技術的適応性、外国人を対象とした研
修実績も多く、日系研修支える重要な地域リ
ソース。

下半期いずれかで相談
可

上半期いずれかで相談
可
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所管
センタ

ー

実施
形態

複数年度
採択有無

区分 No. 分野
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和文
研修科目
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数

上
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来

日

日
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日
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提案団体　
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経
験
年
数

年令
日本語
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英語
他言語

①目標 ②成果 ③計画（内容） 備考

2023年度日系社会研修研修コース一覧

83 沖縄 個別短期 無 継続 S29
農業開発
・農村開

発

花卉園芸の栽培技術及びフ
ラワーアレンジメント技術

研修

Flower gardening 
cultivation technology 
and flower arrangement 
technology training

3 下 10/1 12/22
農業生産法人ANDES 

farm合同会社
ANDES farm Inc. なし 伊藝　裕美子

IGEI
Yumiko（Ms.）

andesnouen@gmail.com 農業に関心がある者 不問 不問 不問

日常会
話で可
能な程

度
（N5）

不問

研修員が自国での花卉園芸の発展に貢献で
きる人材となるよう花卉園芸に関する基礎
的な栽培技術等を習得し、農業経営の発展
に寄与する事を習得する。ビカクシダ等胞
子植物の栽培方法を習得する。フラワーア
レンジや花束等技術を習得する。

１．植物の育種方法を習得する。
　　さし木、取り木、株分け、胞子栽培等
の技術力を向上する
２．経営管理能力を習得する。
　　販売方法等を考察する。フラワーアレ
ンジ、生け花等を体験。
３．農業全般を体得し、帰国後、実践的な
事業計画を作成する。

１．講義・実習・視察
　　・（講義）植物による育苗・育種の違い
　　・（実習）肥培管理の技術の習得
　　・（実習）栽培管理の技術の習得
　　・（実習）胞子栽培の技術の習得
　　・（実習）フラワーアレンジメント、
　　　　　　　生け花の技術習得
　　・（視察）農産物の加工施設等の視察
　　・（視察）植物園、観光農園等の視察
　　・（視察）直売所、道の駅等の視察
　　・（その他）農業大学校、先進農家等の
　　　　　　　　情報交換
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